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研究成果の概要（和文）：回復期リハビリテーション病棟で3ヵ月以上言語聴覚療法を受けた後に在宅復帰した
失語症者において、退院後の実用的コミュニケーション能力に関わる言語的活動の拡大に影響する要因を検討し
た。退院時と退院後に実施した評価を分析した結果、言語的活動の拡大には、言語機能以外に、コミュニケーシ
ョン自己効力感に基づく家族の言語的関わり、失語症者自身の代償的手段の使用、言語的行動性などの要因が影
響することが示唆された。退院後のコミュニケーション力への支援として言語的環境を整えることが有効となる
ことが示された。

研究成果の概要（英文）：We investigated the environmental factors effective for the expansion of 
communication activity of individuals with aphasia. The subjects were patients with aphasia caused 
by cerebrovascular disorder, living with their families after receiving speech-language-hearing 
therapy at a convalescent rehabilitation ward. We evaluated them during discharge and thereafter, 
assessing language function, cognitive function, and environmental factors such as language behavior
 and the communication self-efficacy. We found that the effect of language function on communication
 activity diminished after discharge; the post-discharge communication activity had been strongly 
influenced by linguistic environmental factors such as family conversation method, compensatory 
reactions, and linguistic behavior. It was suggested that it would be effective to manipulate the 
language environment to support the communication of aphasic patients after their discharge.
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１．研究開始当初の背景 
失語症は、脳血管障害や脳外傷などにより
大脳の言語中枢が損傷されて生じる言語機能
自体の障害であるため、退院後もコミュニケ
ーション障害が残存する場合が多い。生活に
おいては、意思決定や活動の制限、役割の変
化などに直面し、心理社会的問題が生じやす
いことが指摘されている。しかし、失語症者
のこのような問題に関して、社会の認識は低
く、コミュニケーション支援も少ない現状に
ある。 
 
２．研究の目的 
先行研究より、維持期失語症者のコミュニ
ケーション能力には言語的活動が関与するこ
とが報告されている（森岡 1996）。そこで本
研究では、失語症者の背景要因と言語的活動
との関連を検討することにより、失語症者が
生活の中で言語的活動を維持拡大するために
有効な要因を分析し、必要な支援の手がかり
を見いだすことを目的とした。 
言語的活動を維持拡大するために有効な要
因を分析することは、維持期の失語症者のコ
ミュニケーション障害に対する具体的な支援
策の示唆を得ることが期待できる。 
 
３．研究の方法 
対象は、研究協力施設の回復期リハビリテ
ーション病棟で 3 ヵ月以上言語聴覚療法を受
けた後在宅復帰した失語症者とした。退院時
と退院後の評価として、言語機能は標準失語
症検査（以下、SLTA）、コミュニケーション
能力は実用コミュニケーション能力検査短縮
版（以下、CADL）、認知機能はレーブン色彩
マトリックス検査（以下、RCPM）を用いて
評価した。退院後評価では、さらに、家族構
成、社会的資源の利用状況を聴取し、同居す
るキーパーソンとなる家族に、コミュニケー
ション自己効力感尺度評価（以下、CSE）、コ
ミュニケーション行動の家族質問紙（以下、
CADL-FQ）を実施した。退院後評価は、退院
後約 6～8ヵ月に第１回評価を実施し、その後
約 6～8ヵ月の期間に第 2回評価を実施した。 
 
４．研究成果 
（１）退院後評価（第１回）の結果分析 
退院後の第１回評価を共分散構造分析によ
り解析した。適合水準を満たすモデルが得ら
れた（図１）。CSE が CADL-FQ に関与を示
し、CADL-FQ は言語機能 SLTA とともに言
語的活動に影響し、言語的活動は、コミュニ
ケーション能力 CADL と、知的機能 RCPM
に影響するという関連が示された。言語機能
は言語的活動を介してコミュニケーション能
力を高めること、また CADL-FQに、家族の
CSE が言語的関わりとして失語症者の言語
的活動を促進する可能性が示唆された。 
言語的活動に、言語機能 SLTA 以外に、言
語的行動 CADL-FQ が影響すること、
CADL-FQ に家族のコミュニケーション自己

効力感 CSE が言語的関わりとして影響する
ことが示された。失語症者のコミュニケーシ
ョン能力につながる言語的活動性に対し、環
境的な可変要因を見出せたことは、生活場面
への介入や社会的支援を考える上で意義深い。 
 

 
 
（２）言語的行動 CADL-FQのコミュニケー
ション能力への影響 
多変量解析により、退院時言語機能，認知
機能、言語的行動、年齢、在院日数、退院後
経過日数、同居人数などの諸因子を説明変数
とし退院後コミュニケーション能力への影響
を分析したところ、コミュニケーション能力、
認知能力の他に、言語的行動 CADL-FQに関
与が認められ、日常の言語的行動の重要性が
示唆された。 
さらに退院後の言語力と CADL-FQとの関
連を分析すると、下位群では言語的に比較的
容易な、理解に基づく言語行動や主体的行動
の項目で、向上群は非向上群に比べ有意に高
く、自らの言語力で実行可能な言語行動を確
実に実践することが言語力向上につながる可
能性が示唆された。 
 

 
（３）失語症家族のコミュニケーション自己
効力感と、失語症重症度との関連 
失語症家族のコミュニケーション自己効力
感と、失語症者の失語症重症度との関連を分
析した。CSEの因子分析より、①会話環境へ
の配慮、②コミュニケーションツールを適切
に用いる配慮、③失語症状への心理的配慮が
潜在因子として抽出された。失語症者の重症
度は、軽度群、軽～中等度群、中等度群、中
～重度群の４グループに分類された。軽～中
等度群の家族は、失語症状への心理的配慮が
低く、症状対応への自己効力感が低いことが
示唆された。会話環境への配慮、コミュニケ
ーションツールの使用の自己認知は高く積極
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的な会話状況が示された。中等度では、会話
場面への配慮より、コミュニケーションツー
ルへの自己認知が高く、ツールを駆使した実
践的な会話状況が示唆された。中～重度の家
族では、会話場面への配慮、コミュニケーシ
ョンツールへの配慮ともに認知は低く、会話
への取り組みを回避する状況が示唆された。
重度になるほど、会話環境の配慮やツールの
適応は難しく、効果が得られにくいことが原
因の一つと考えられる。維持期にはいっても
経過に伴い、家族に丁寧で具体的なコミュニ
ケーション指導を行い、失語症者と家族の両
者のコミュニケーション意欲を高めるための
介入と支援が必要と考えられる。 
また、コミュニケーション能力の向上群と
非向上群で家族の自己認知を比較すると、会
話環境への配慮やコミュニケーションツール
への配慮の因子得点は、向上群が高く、両群
に有意な差が認められた。失語症の軽中等度
群、中等度群においても、症状に応じた言語
的関わりができるよう、介入と支援が必要で
あることが示唆された。 

 
 
（４）経時的経過の検討より 
 退院時評価、退院後第 1回評価、第 2回評
価におけるコミュニケーション能力を経時的
に捉え、諸因子との関連を分析したところ、
常に言語機能 SLTA の影響は強いものの、影
響の変化に注目すると、SLTA の影響はやや
減少し、一方で CADL-FQの影響が徐々に増
大した。また CSEは、重症度により異なるが、
特に軽～中等度と中等度で CADL-FQへの影
響が認められた。失語症の退院後の生活にお
いては、SLTA からコミュニケーション能力
への影響は、退院後１年で低下した。これは、
退院後の SLTA 以外に言語的環境要因の影響
を強く受ける可能性を示しており、退院後の
コミュニケーション能力の向上に言語的環境
要因が強く関わることが示唆された。 
また、言語的活動を数値化し、第１回と第
２回評価の変化から向上群と非向上群に分け、
両群の CADL-FQ と CSE の値を比較したと
ころ、いずれも向上群の値が有意に高い結果
が得られた。言語的活動は、CSE-FQと CSE
の影響を受け、経時的にもその傾向を示した。 
言語的活動とコミュニケーション能力は、言
語機能の影響を受けるが、生活における家族
の言語的関わりの配慮、失語症者自身の代償
能力、言語的行動などが、影響を持つことが
示された。これらの側面への支援が在宅失語
症者のコミュニケーション力を支える上で重
要であると言える。 
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